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(百万円未満切捨て)

１．平成29年12月期第２四半期の業績（平成29年１月１日～平成29年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第２四半期 453 10.9 △37 ― △37 ― △38 ―

28年12月期第２四半期 409 △20.2 △65 ― △68 ― △68 ―
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年12月期第２四半期 △16.13 ―

28年12月期第２四半期 △31.62 ―
　　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年12月期第２四半期 3,110 785 25.2

28年12月期 3,152 823 26.1

(参考) 自己資本 29年12月期第２四半期 783百万円 28年12月期 821百万円
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

29年12月期 ― 0.00

29年12月期(予想) ― 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　　

３．平成29年12月期の業績予想（平成29年１月１日～平成29年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 850 4.6 △348 ― △350 ― △350 ― △147.30
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年12月期２Ｑ 2,377,900株 28年12月期 2,377,900株

② 期末自己株式数 29年12月期２Ｑ ―株 28年12月期 ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期２Ｑ 2,377,900株 28年12月期２Ｑ 2,171,500株
　
　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの手続の対象外であります。なお、この四半期決
算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注
意事項等については、添付資料P２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期累計期間における我が国経済は、可処分所得の伸び悩み等による個人消費の低迷が長期化しているも

のの、企業の生産活動の持ち直しがみられるなど、景気は緩やかな回復基調が継続しました。

　世界情勢は、新興国経済の減速懸念、英国のＥＵ離脱問題、米国のトランプ新政権の誕生等、不透明さを増してお

り、為替相場が大きく変動する等、主に金融市場を通じた影響を受ける形となりました。

　当社が属するITサービス市場におきましては、2016年度に５兆4,515億円、2021年度には５兆7,674億円になること

が見込まれております。（注１）

　また、当社が注力しているAI（人工知能）ビジネスの国内市場規模は2015年度の3兆7,450億円から2020年度には23

兆638億円、2030年度には86兆9,620億円まで拡大することが見込まれております。（注２）

　このような環境のもと、当社は第１四半期に引き続き、ディープラーニングを活用した画像認識案件、各種機械に

設置されたセンサーから収集したデータを分析し、機械の劣化を予測する案件等、AIやIoT関連の案件の受注を重ね

て参りました。

　2017年４月には、当社のコアテクノロジーの１つであるAI（人工知能）・ディープラーニング技術を応用し、任意

の画像に対して類似した図形登録商標（ロゴマーク等）を検索するシステム『Deepsearch Logo』（ディープサーチ

ロゴ）のASPサービスを開始いたしました。
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　また、2016年12月にリリースした人工知能・機械学習技術を駆使するチャットボット型接客ツール「Proactive

AI」を渋谷区が提供するLINEを活用したOne to Oneの子育て支援サービスに2017年７月末を目途に提供を行うことが

決定しており、今後は各自治体を対象に様々なAI機能の提供を行っていく予定です。

Proactive AI×渋谷区「One to Oneの子育て支援サービス」

（注１）出典：IDC Japan「国内ITサービス市場予測」

（注２）出典：2015年EY総合研究所株式会社人工知能が経営にもたらす『創造』と『破壊』

　以上の結果、当第２四半期累計期間における売上高は453,821千円（前年同期比10.9％増）、営業損失37,706千円

（前年同期は営業損失65,817千円）、経常損失37,213千円（前年同期は経常損失68,507千円）、四半期純損失38,359

千円（前年同期は四半期純損失68,672千円）となりました。

　なお、当社はデータソリューション事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産の部）

　当第２四半期会計期間末の流動資産の残高は2,939,478千円となり、前事業年度末に比べ84,079千円減少いたし

ました。主な内訳は、「受取手形及び売掛金」の増加（前事業年度末比15,970千円増加）に加え、「現金及び預

金」の減少（前事業年度末比81,744千円減少）、「仕掛品」の減少（前事業年度末比639千円減少）、「その他」

の減少（前事業年度末比17,658千円減少）などであります。

　固定資産の残高は170,533千円となり、前事業年度末に比べ41,569千円増加しました。主な内訳は、「無形固定

資産」の増加（前事業年度末比15,232千円増加）、「投資有価証券」の増加（前事業年度末比24,961千円増加）

などであります。

（負債の部）

　当第２四半期会計期間末の流動負債の残高は134,986千円となり、前事業年度末に比べ10,733千円減少いたしま

した。主な内訳は、「未払法人税等」の減少（前事業年度末比1,137千円減少）、「その他」の減少（前事業年度

末比9,608千円減少）などであります。

　固定負債の残高は2,189,093千円となり、前事業年度末に比べ6,287千円増加いたしました。主な内訳は、「有

給休暇引当金」の増加（前事業年度末比6,621千円増加）などであります。

（純資産の部）

　当第２四半期会計期間末の純資産の残高は785,931千円となり、前事業年度末に比べ38,063千円減少いたしまし

た。主な内訳は、「四半期純損失」の計上などによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は前事業年度末に比べ81,744

千円減少し、2,754,068千円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、使用した資金は41,902千円となりました。これは、前渡金の減少額28,280千円による資金

増加の一方で、税引前四半期純損失の計上37,213千円、売上債権の増加額15,970千円、前払費用の増加額

10,696千円、未払金の減少額3,269千円、法人税等の支払額5,988千円などによる資金減少があったことが主な

要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は40,083千円となりました。これは、投資有価証券の取得による支出25,000

千円、無形固定資産の取得による支出13,425千円などによる資金減少があったことが主な要因であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローはございません。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成29年２月14日の決算短信で公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2017年07月28日 16時46分 7ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社ALBERT(3906) 平成29年12月期 第２四半期決算短信

6

３．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年12月31日)

当第２四半期会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,835,812 2,754,068

受取手形及び売掛金 125,190 141,160

仕掛品 6,275 5,635

その他 56,342 38,684

貸倒引当金 △62 △70

流動資産合計 3,023,558 2,939,478

固定資産

有形固定資産 - 566

無形固定資産 - 15,232

投資その他の資産

投資有価証券 73,869 98,830

その他 55,094 55,903

投資その他の資産合計 128,963 154,733

固定資産合計 128,963 170,533

資産合計 3,152,521 3,110,012

負債の部

流動負債

買掛金 5,381 4,460

未払法人税等 5,998 4,860

賞与引当金 36,883 37,817

その他 97,455 87,847

流動負債合計 145,720 134,986

固定負債

新株予約権付社債 2,168,901 2,168,901

有給休暇引当金 12,851 19,473

その他 1,053 719

固定負債合計 2,182,805 2,189,093

負債合計 2,328,525 2,324,080

純資産の部

株主資本

資本金 787,333 787,333

資本剰余金 448,333 448,333

利益剰余金 △415,033 △453,392

株主資本合計 820,634 782,274

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,321 1,616

評価・換算差額等合計 1,321 1,616

新株予約権 2,040 2,040

純資産合計 823,995 785,931

負債純資産合計 3,152,521 3,110,012

決算短信（宝印刷） 2017年07月28日 16時46分 8ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社ALBERT(3906) 平成29年12月期 第２四半期決算短信

7

（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 409,236 453,821

売上原価 193,054 167,255

売上総利益 216,181 286,566

販売費及び一般管理費 281,999 324,272

営業損失（△） △65,817 △37,706

営業外収益

受取利息 162 15

為替差益 ― 242

講演料等収入 ― 146

保険解約返戻金 118 49

その他 40 40

営業外収益合計 320 493

営業外費用

為替差損 2,995 ―

その他 15 ―

営業外費用合計 3,010 ―

経常損失（△） △68,507 △37,213

税引前四半期純損失（△） △68,507 △37,213

法人税、住民税及び事業税 165 1,146

法人税等合計 165 1,146

四半期純損失（△） △68,672 △38,359
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △68,507 △37,213

減価償却費 10,490 927

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,605 933

有給休暇引当金の増減額（△は減少） 16,290 6,621

受取利息 △162 △15

為替差損益（△は益） 2,995 △242

売上債権の増減額（△は増加） 49,442 △15,970

たな卸資産の増減額（△は増加） 13,697 639

前渡金の増減額（△は増加） 9,660 28,280

前払費用の増減額（△は増加） 33,677 △10,696

仕入債務の増減額（△は減少） △2,032 △921

未払金の増減額（△は減少） △10,865 △3,269

その他 △2,059 △5,015

小計 65,232 △35,941

利息及び配当金の受取額 162 15

利息の支払額 △8 -

法人税等の支払額 △2,104 △5,988

法人税等の還付額 5,002 11

営業活動によるキャッシュ・フロー 68,285 △41,902

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △25,000 △25,000

有形固定資産の取得による支出 △870 △596

無形固定資産の取得による支出 △57,419 △13,425

保険積立金の解約による収入 406 233

保険積立金の積立による支出 △920 △1,295

定期預金の払戻による収入 50,000 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,803 △40,083

財務活動によるキャッシュ・フロー

新株予約権の発行による収入 2,160 -

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,160 -

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,995 242

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 33,646 △81,744

現金及び現金同等物の期首残高 473,882 2,835,812

現金及び現金同等物の四半期末残高 507,528 2,754,068
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第２四半期累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年６月30日）

該当事項はありません。

　

当第２四半期累計期間（自 平成29年１月１日 至 平成29年６月30日）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社の事業セグメントは、データソリューション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

４．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

当社は継続して営業損失及び営業キャッシュ・フローのマイナスを計上し、継続企業の前提に重要な疑義を生じ

させるような状況が存在しております。

しかしながら前事業年度において株式会社ウィズ・パートナーズが業務執行組合員を務めるウィズ・アジア・エ

ボリューション・ファンド投資事業有限責任組合を割当先として、償還期日を平成31年12月27日とする第１回無担

保転換社債型新株予約権付社債の発行により、2,409,890千円の資金調達を実施しており、当第２四半期会計期間末

においても現金及び預金2,754,068千円を保有し、必要な運転資金を確保していることから、継続企業の前提に関す

る重要な不確実性は認められないと判断し、注記は記載しておりません。
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